
大
和
三
山
に
囲
ま
れ
た
三
角
地
帯
の
中
央
、
や
や
東
寄
り
に
位
置
す
る
の
が
高
殿
町
で
す
。
隣
の
醍

醐
町
と
境
を
接
す
る
同
町
の
北
西
部
が
、
国
の
特
別
史
跡
・
藤
原
宮
跡
に
当
た
り
ま
す
。

こ
の
三
角
地
帯
を
中
心
に
持
統
天
皇
八
（
六
九
四
）
年
、
約
二
五
平
方
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の
規
模
で
築

か
れ
た
の
が
日
本
最
初
の
都
城
・
藤
原
京
で
す
。
天
皇
の
政
治
を
執
り
行
う
藤
原
宮
が
都
城
の
中
核
で

し
た
か
ら
、
い
ま
の
高
殿
町
一
帯
が
古
代
日
本
で

政
治
の
中
心

だ
っ
た
こ
と
に
な
り
ま
す
。

高
殿
町
は
、
か
つ
て

鴨
公
村
大
字
高
殿

で
し
た
。
こ
こ
に
古
く
か
ら

お
お
み
や
ど

と
い
わ

れ
た
小
高
い
土
壇
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
の
発
掘
調
査
に
よ
っ
て
藤
原
宮
跡
の
所
在
が
確
認
さ
れ
、
当
時

の
建
物
（
大
極
殿
）
の
高
さ
が
約
二
五
メ
ー
ト
ル
あ
っ
た
こ
と
な
ど
も
分
か
っ
て
き
ま
し
た
。
高
い
御

殿
の
建
っ
て
い
た
こ
と
か
ら
高
殿
（
た
か
ど
の
）
と
呼
ん
だ
の
で
し
ょ
う
。

地
名
の

高
殿

が
古
文
書
な
ど
に
出
て
く
る
の
が
中
世
一
一
世
紀
初
頭
で
す
。
当
時
の
南
都
東
大

寺
と
興
福
寺
の
領
地
（
荘
園
）
一
覧
表
に
、
そ
れ
ぞ
れ

高
殿
庄

と
し
て
登
場
し
ま
す
。

藤
原
京
が
和
銅
三
（
七
一

）
年
に
奈
良
の
平
城
京
に
移
っ
た
あ
と
荒
れ
る
に
ま
か
さ
れ
た
当
地
は
、

や
が
て
寺
院
や
豪
族
の
支
配
す
る
畑
や
田
ん
ぼ
に
変
わ
っ
て
い
き
ま
し
た
。
歴
史
の
変
遷
を
現
在
に
告

げ
る
地
名
で
す
。

町
の
西
北
が
藤
原
宮
跡


